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第２回第 6 次太子町総合計画審議会での主な意見と対応方針 

 

１．審議会での意見 

項目 主な意見 対応方針 

１．前回意見の対応方針、第 6 次太子町総合計画策定方針について 

町の財源 町の財源として交付金や補助金を取りに行く

という姿勢を総計で示さなければいけない。 

「第 6 次太子町総合計画策定方針」の方針

4 において、「財源運営持続可能性確保の

基に策定する」としており、交付金や補助

金のことも考慮の上検討していきます。 

２．現行人口ビジョンの検証と人口の将来見通しについて 

計画策定に向

けての方針 

将来に向けて人口が増えていく希望が持て

るような考え方をしたらよい。 

ご意見を踏まえ、総合計画を検討していき

ます。 

20 代前半の大学生くらいまでは太子町に残

っている形になっているので、それをいかに

就職後にも住み続けてもらうかを考えていく

ことが重要になる。 

太子町は、首都圏、中京圏、近畿圏、九州

圏の４つの圏域の中の一部であると認識す

べき。 

現状でランキングが 750 位だとしたら、この総

計で 500 位を目指す、ベスト 100 を目指すと

いったようなわかりやすい数値で目標を示し

てはどうか。 

「減少する人口」とか「進行する少子・高齢化

社会」といったことは総合計画で連発するべ

きではない。 

人口を増やすことを考えるのであれば、土地

利用の方針（市街化区域や農振農用地等）

を抜本的に見直さないと実効性のない計画

になってしまう。 

データ収集 太子町の結婚している夫婦に限った出生

数、いわゆる完結出生児数のデータはある

か。 

調べてみましたが、残念ながら、市町村別

のデータはございませんでした。 

ただ、本町の婚姻率は全国や大阪府に比

べて高く、合計特殊出生率の値が参考に

なると思います。 

30 代～40 代になって故郷を懐かしく思い、

一旦出た人たちが戻ってきているというデー

タ・資料はあるか。 

調べてみましたが、残念ながらそのようなデ

ータはございませんでした。 

ただ、住民アンケート調査から、「町外へ出

たい」人が 137 人であるのに対し、「一度町

外へ出ていき、いずれ戻ってきたい」と思っ

ている人が 15 人（10.9％）いることがわかっ

ています。 

事例調査 参考になるところの調査・研究は徹底的に実

施し、データ把握や現状認識を十分に行っ

た上でこの会議を進めたほうがよい。 

今後、調査・研究を進め、基本構想、基本

計画に反映します。 

他の自治体に関する知見も拝借するなど、

参考とする事例の範囲を広げたらよい。 
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３．住民アンケート結果、ワークショップの開催について 

アンケート結果

を 踏 ま え た 要

望 

太子町で暮らしていこうと思ってもらえるまち

にするには、良質な産業の誘致が求められ

るので、計画の中で位置づけられるようにお

願いしたい。 

ご意見を踏まえ、総合計画を検討していき

ます。 

データの収集 農振農用地などの指定がいつ行われたのか

といった基礎データを出してもらいたい。 

データを確認し、巻末に掲載しました。 

太子町の満足度が高いが、他の自治体と比

べて、これが太子町の特筆すべきことなのか

教えてほしい。 

他のデータの

活用 

公共交通に関するアンケートの結果を総合

計画に活かしてもらいたい。 

参考資料としてご提示します。 

全農業者を対象としてアンケートを実施し、

その結果を地図に落とし込んだ資料を作成

しており、これを活用して農業の継続が難し

くなっている地域を活用して企業誘致を行

い、地域の活性化を図るといったことを考え

てもらいたい。 

結果がまとまりましたら、共有させていただ

きます。 

データの分析 アンケートの回答が一番多かった部分だけ

が文章化されているが、もう少し踏み込んだ

分析をしてもらえれば、全体的により課題が

明確になる。 

紙面の都合上、ポイントに絞り文章化しまし

たが、今後、課題整理の際に、他のデータ

とも合わせて総合的な分析していきます。 

 

 



主な規制区域告示年月日 

 

区域名 決定・見直し 告示年月日 

都市計画区域 指定 昭和 43 年 3 月 30 日 

市街化区域及び市街化調整区域 当初決定 昭和 45 年 6 月 20 日 

第 1 回見直し 昭和 54 年 9 月 17 日 

第 2 回見直し 昭和 61 年 6 月 16 日 

第 3 回見直し 平成 6 年 4 月 27 日 

第 4 回見直し 平成 12 年 11 月 7 日 

用途地域 当初決定 昭和 48 年 8 月 31 日 

第 1 回見直し 昭和 54 年 9 月 17 日 

第 2 回見直し 平成 6 年 4 月 27 日 

第 3 回見直し 平成 8 年 1 月 31 日 

第 4 回見直し 平成 12 年 11 月 7 日 

農用地区域 指定 昭和 47 年３月 17 日 

第 1 回見直し 平成 2 年 3 月 31 日 

農業振興地域 指定 昭和 47 年 3 月 17 日 

第 1 回見直し 平成 2 年 3 月 31 日 

近郊緑地保全区域 指定 昭和 43 年 2 月 23 日 

第 1 回見直し 昭和 44 年 4 月 11 日 

第 2 回見直し 昭和 61 年 7 月 30 日 

自然公園（金剛生駒国定公園） 指定 昭和 33 年 4 月 10 日 

自然公園（金剛生駒紀泉国定公

園） 

編入 平成 8 年 10 月 

出典：太子町都市計画図、大阪府 HP、太子町資料 



住みやすさに関する調査結果

【太子町】

出典：「第6次総合計画策定にあたってのアンケート
調査」（太子町 令和6年9月）

【河南町】

出典：「河南町第四次総合計画河南町住民アン
ケート調査報告書」（河南町 平成20年10月）

【柏原市】

出典：「第５次柏原市総合計画策定に係るアン
ケート調査報告書」（柏原市 令和1年6月）

【松原市】

出典：「平成２８年度 市民アンケート「松原市政世
論調査」」（松原市 平成 28 年）
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未回答 n=388
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回答者割合

【「住みよい」と回答した割合】

※「とても住みよい」、「どちらかというと住みよい」など、「住みよい」と回答し
た割合を合計している



定住意向に関する調査結果
【太子町】

【河南町】

【千早赤阪村】 【富田林市】

【藤井寺市】 【松原市】
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無回答 n=906

回答者割合

43.8%

32.7%
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ずっと住みたい

当分は住むつもり
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未回答 n=388

回答者割合
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21.6%

13.8%

10.5%

1.0%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ずっと住み続けたい

どちらとも⾔えない

引越したいが、住まざるを得ない

いずれは村外へ引越したい

すぐにでも村外へ引越したい

不明・無回答 n=487

回答者割合

37.3%

31.7%

20.7%

8.1%
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

仕事や家庭の事情が許すかぎり
住み続けたい

ずっと住み続けたい

わからない

市外に引っ越したい

無回答 n=1,437

回答者割合
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33.1%

5.9%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

住み続けたい

どちらともいえない

住み続けたくない

無回答
n=1,077

回答者割合
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24.9%

13.8%

6.2%

5.8%

2.1%

0.7%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ずっと今の場所で住みつづけたい※１

特に住みつづけたいわけではないが、
今のところ住みつづけるつもり

※１、※２のどちらともいえないが、
河内⻑野市には住みつづけたい

何ともいえない

いずれ市外に移りたい

河内⻑野市内で転居したい※２

すぐに市外に移りたい

不明・無回答 n=1,716

回答者割合

出典：「第6次総合計画策定にあたってのアンケート
調査」（太子町 令和6年9月）

出典：「河南町第四次総合計画河南町住民アン
ケート調査報告書」（河南町 平成20年10月）

出典：「総合計画づくりに関する住民アンケート調
査報告書」（千早赤阪村 令和2年3月）

出典：「富田林市新たな総合ビジョンの策定に向
けた市民アンケート調査報告書」（富田林市 平
成 28 年9月）

出典：「藤井寺市市民アンケート調査結果（概
要）」（藤井寺市 令和4年8月）

出典：「平成２８年度 市民アンケート「松原市政世
論調査」」（松原市 平成 28 年）

出典：「河内長野市第５次総合計画策定のための
市民アンケート調査結果報告書」（【河内長野市
平成 26年3月）

【河内長野市】

【「住み続けたい」と回答した割合】

※「ずっと住み続けたい」、「当分は住むつもり」など、「住み続けたい」と回答
した割合を合計している
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